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ページ 項目 誤 正

3

表中
「学科試
験」
4行目

技能照査に合格した者（技能試補） 技能照査に合格した者（技能士補）

29
問題6
解説
（2）

44
問題2
解説の2
行目

V＝A ・ γ ・ v より V＝A ・ f ・ v より

79 (13)解説
イ）

FC1類容器：温度48 ℃の圧力の5／3
倍が3 MPa以下で、温度60 ℃の圧力

が2.4 MPa以下。

FC2類容器：温度48 ℃の圧力の5／3
倍が4 MPa以下で、温度60 ℃の圧力

が3.2 MPa以下。

FC3類容器：温度48 ℃の圧力の5／3
倍が5 MPa以下で、温度60 ℃の圧力

が4.0 MPa以下。

FC1類容器：温度48 ℃の圧力の5／3
倍が3 MPa以下で、かつ温度60 ℃の

圧力が2.4 MPa以下。

FC2類容器：温度48 ℃の圧力の5／3
倍が4 MPa以下で、かつ温度60 ℃の

圧力が3.2 MPa以下。

FC3類容器：温度48 ℃の圧力の5／3
倍が5 MPa以下で、かつ温度60 ℃の

圧力が4.0 MPa以下。

82
問題2
解説の3
行目

風量をA m3／hとすると・・・ 風量をQ m3／hとすると・・・

105
問題6
設問中の
条件

低段冷媒循環量φo ＝78.0［kW］ 低段冷凍能力φo ＝78.0［kW］

112
(11)解説
1行目最
後

・・・、潜熱負荷を求めるために湿
球温度差の測定も必要になる。

・・・、潜熱負荷を求めるために湿
球温度の測定も必要になる。

141
問題6
解説
最下行

201
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